
美術科の学習方法
１ 授業について

（１）忘れ物をしない 道具がそろわなければ良い作品はつくれません！

・鉛筆
・教科書
・標準美術 毎時間必要なもの
・創（Learning sheets ）
・デザインセット（ポケットティッシュ・古タオル）

この他に色鉛筆，はさみ，のり，資料などの準備物が必要になるときがあります。絵の
具を使うときにはポケットティッシュや古タオルなどの筆の水分を調節できる物が必要で
す。また，デザインセットのアクリル絵の具がなくなった時は各自で買って補充してくだ
さい。

（２）準備を素早く片付けを美しく
チャイムで始めてチャイムで終わることが出来るようにしましょう。

（３）安全に気をつける
美術ではカッターや彫刻刀，今まで使ったことのない道具を使うことがあります。授業
中の説明をよく聞いて，自分も友達もけがのないように注意しましょう。また，学校の備
品をいつまでも大切に使い後輩へと受け継げるように心がけましょう。

（４）こつこつと表現する
作品に上手下手はありません。ていねいにこつこつと気持ちを込めて制作してください。
苦手だと思っている人も試行錯誤して仕上げた作品は必ず人を感動させます。

（５）自分の個性を生かして表現する
作品に有名なキャラクターを使用したり友達の作品をそのまま写すことは著作権法違反
になります。自由に思いのまま創作することに美術に楽しさがあります。人とは違うこと
で「すごい！」「おもしろい！」と感動させることのできる作品を目指してください。

（６）じっくり見る（鑑賞）
授業で有名な作品について学習することはもちろん，友達の作品を鑑賞したり，自分の
作品について説明したりすることは美術としての「鑑賞の力」をつけるためです。日頃か
ら美しいと思うものをじっくり見て，その良さや美しさを感じ取って下さい。その感動を
自分の言葉で表現し，いろいろな見方ができる力が「鑑賞の力」です。そしてそれは作品
を表現するときの基礎になります。

（７）気軽に描こう

絵がうまくなるためにはとにかく描いてみましょう。漫画やイラストから描いてみて
も良いと思います。最初から満足な作品が描ける人はいません。何事も練習あるのみです。

２ テストについて

美術のテストは基本，標準美術から出題されますが，それ以外に
授業の内容から出題されるもの，絵を描く実技問題があります。テ
スト前の授業で学習のポイントを説明するので，アンダーラインを
引いたりメモを取っておきましょう。また，実技問題には準備物と
して鉛筆やものさしが必要になることがあります。評定は授業態度
と作品とテストを総合して評価します。


